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＜連絡事項＞

・第8回　院内研修があります。
内容：「サプリメントのエビデンスと適正使用」
講師：黒沢　雅広　医薬品安全管理責任者
日時：12月28日・29日　17：30～18：30
場所：メンタルケア4階メモリアルホール
・本日午前餅つき大会実施しました。
・12月30日納会には、出来る限り参加して下さい・
・職員の書初め1月5日に書けない方は、12月31日までに提出して下さい。
・学術抄録本日2題提出しています。
・月末に入る為記録物の整理して下さい。
・年初めのポスター、カレンダーの張り替えは31日の準夜又は深夜の方に個別にメールでお願い　
のお知らせをします。
・南病棟に配属になる佐々木（男性）さん、1月4日から、たかもり（女性）さん、1月15日か
ら東病棟のローテーションに入ります。
・年末年始の通常品の発注はできます。
・カルテの記載管理は正しく行う事。

· 環境整備～年末の大掃除で掃除した所はカンファで報告し記録に残す事。

　　　　　　　本日はＡユニットのスタッフオフィスのワックス掛けしています。
・日常生活支援～11月分は1月5日まで期限厳守で提出して下さい。
＜患者様連絡＞
・佐々木　司様～本人治療に不満がある為退院希望され、家族と本人で話し合い本日から1月4日15時まで外泊となります。帰院後主治医と面談の予定です。
＜年末年始外出・外泊予定者＞
・大釜　万知様～12月31日10時から1月1日15時まで外泊
・安達　貴浩様～12月29日10時30分から12月31日15時まで外泊
・泉川　ケイ子様～1月1日9時から1月2日16時30分まで外泊
・沼端　恵子様～12月30日から1月2日15時30分まで外泊
・木村　格治様～1月2日9時30分から15時30分まで外出
・長谷川　陽一様～1月4日9時から16時30分まで外出
＜隔離室・拘束入院患者様＞
・神田　直樹様～田名部Ｄｒに状態報告し服薬調整となっています。昨日他患者様とのトラブル、スタッフに暴力振るう事あり、終日隔離となっています。興奮状態でドア蹴り見られていますので、怪我などに注意して下さい。

・畑中　成夫様～昨日準夜帯で拘束はずしトイレ使用しています。本日日勤帯でも拘束外され、

スッタフに暴力振るっています。拘束はずしが度々見られておりますので

モニターを気をつけて観察し、安全管理を徹底し日勤、準夜、深夜帯とで連

　　　　　　　　系して申し送りする様にして下さい。　
＜川端Ｄｒケース検討＞

・澤口　直美様～本日9時20分終日隔離解除となりました。12月29日よりＯＴ，作業再開となります。問診時、本人よりＣＤを聞きたいと訴えあったが、主治医よりＢユニットに移動になるまでＣＤは許可しないとの事。
・乙部　純一郎様～他患者様のおやつに手を出す事あり。他患者様が食事中やおやつを食べてい

る時は、スッタフ付添いか、部屋に入れる様にとの指示がでています。
· 横山　耕生様～本人より昼夕調子が悪くなると訴えあり、朝服用しているエリビファイ（Ｇ）

· 　　　　　　　を昼に服用するように変更になっています。エビリファイ（6）（0－1－0）

他変更ありません。たばこは1時間に1本です。
・浜田　正彦様～鼻汁、咳、痰等訴えあり本日より情竜湯3Ｐ3×1/5Ｔ夕から処方となっていま

す。
・安部　文香様～炭酸リチウム（200）1Ｔ、炭酸リチウム（100）1Ｔ/1×夕処方となってい

ます。生理の際、不穏になりやすいため記録はきちんと残す事。
・勝田　ヒモエ様～酸素飽和濃度測定がされていないと指摘がありました。毎日2検ですので、

きちんと測定し、データ確認しその上で今後も測定するかどうか決めるそう

です。

· 川端Ｄｒ問診来週月曜日はお休みのために、1月3日（日）におこなうそうです。

＜新入院患者様＞

　生駒　哮様　（イコマ　タケシ）　69歳

　　　　　　　病名：統合失調症

 　　　　　　　病棟：東Ａユニット

 　　　　　入院形態：医療保護入院

 　　　　　　主治医：Ｄｒ安ヶ平

Ｈ元年７月8日当院初診、同日～Ｈ２年3月24日まで当院に入院歴あり。（反応精神病）以後、外来通院を行なっており、Ｈ13年6月より統合失調症としている。
今回、当院2回目の入院。定期的外来通院を行なっていたが、Ｈ21年10月17日以降受診して
おらず、12月26日妻より、空笑、独語、落ち着きのなさ、妻に対しての暴言や夜間早く休むため、（19時～20時）早朝覚醒し、泣き真似等が見られる事があり、入院治療をさせたいという

電話連絡あり。本人の診察が必要である事説明し、本日、本人も受診。
診察時、「薬は飲んでいなかったが、特に問題なくきている」と話している。

妻より、薬は捨ててしまったようだとの情報あり。

幻覚・妄想状態にて入院治療の説明には、本人は拒否的。

妻の同意にて症状改善、薬物調整目的にて、東Ａユニットに医療保護入院となる。
　入院後は、アナムネに聴取やバイタルサイン測定は拒否ない。幻聴、妄想に左右された発言なく、興奮もなく落着いて過ごす。

今後は確実に内服して頂く事と精神症状の観察をも密にしていく。

